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繁
榮
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莲
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覆
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も
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で
あ
っ
て
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勞
働
組
合
が
こ
.の
政
策
を
採
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場
合
に
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あ
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勞
働
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に
對
し
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分
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率
刺
戟
と
な
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と
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認
め
て
.ゐ
た
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す
あ
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も
亦
父
と
同
意
見
で
あ
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對
す
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引
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さ
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こ
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總
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熱
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.ぼ
賃
銀
の
決
定
に.關
す
る
勞
獮
組
合.の
存
在
.の
意
義
を
殆
ん.ゼ
杏
定
し
：ょ
ぅ
と
ず.る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
彼
は
勞11
11
1
合

:
の
發
生
が
產
檠
發
膜
の
必
然
の
結
集
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ま
；た
規
に
英
國
の
勞
働
組
合
が
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し
'く
溫
煺
著
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こ
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め
て
ゐ
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內
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繁
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.

加
し
.、
.仲
裁
ネ
判
か
決
定
に
從
服
す
る
や
ぅ
ー
勞
働
者
を
指
導
し
ノ
彼
等
に
援
肋
を
與
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
へ

^

&
ぷ

^
タ
め
^
备
^
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六
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：.
.私
は
此
遞
で
は
全
く
勞
働
時
間
間
題
に
關
す
る
ブ
.ラ
ッ

セ
.丨
の
.見
解
'に
觸
れ
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、：
勞
働
時
間
の
短
縮
は
賃
銀
の
增 

へ
大
と
1

同
1

問
題
I

へ
ら
れ
I

で
あ
つ
卞 

擧
げ
な
か
.つ
だ
主
た
る
理
由
は
、
彼
並
に
彼
以
後
办
勞
働
時
間
短
縮
に
關
す
る
諸
見
解
を

1
,括
し
て
別
の
機
會
に
更
め
：て
こ
れ
を
檢
討
し
た
い 

'.
'と
考
.
.へ
て
ゐ
る
か
ら
で
ぁ
る0
.1.
か
1;
'
你
ほ
と
の
問
題
に
就
ぃ
て
：は1
本
論
中
多
少
觸
れ
る
こ
と
も
あ
る.の
で
.
、
親

密

は

本

論

の

こ

の

後

の

部

■■
,
:分
を
參
あ
せ
ら
れ
た
い。
;'
.

:
•
,
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ブ
ー
フ
■.ッ
セ
ー
は
そ
の
著
作
中k

繰
返
し
て
、
英
國
に
次
い
で
米
國
，に
於
い
て
も
亦
、
勞
働
者
が
大
陸
諸
國
の
勞
働
者
に
較
べ
て
遙
か

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

-

-
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.

に
高
い
賃
銀
を
享
得
し
て
§
泛
，
し
か
も
こ
れ
は
彼
等
.の
作
業
能
ヵ
と
作
業
意
志
の
强
ヵ
の
た
め
に
、
ま
た
著
し
い
技
術
上
の
進
步
の

.

.

. 

.
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.

.

.

.

.
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+
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た
め
に
坐
產
費
を
高
め
る
.こ
と
#
く
"
却
つ
て
坐
產
費
の
低
下
を
來
た
さ
し
め
て
ゐ
る
こ
と
に
注
.意

し

て

ゐ

：た

。
こ

の
.や

ぅ

に

解

釋

せ

■ 

* 

. 

. 

\
 

. 

Y.'.- 

,

ら
れ
た
米
國
に
、I

一

人

の

共

嚿

名

售

賃

銀

論

者

を

«
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I
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七
I

一
九
0
 

五
年〕

で
あ
り
、
他
の
一
人
は
J
‘ Sc

h
o
e
n
h
c
f

 (

一
A

兰
九
-

^1

九
〇
三
年)

•で
あ
.る
。
私
は
以
下
順
を
逍
づ
て
こ
の
ニ
人
の
見
解
を
見

.

.

.
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.

.

.
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-
-
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よ
ケ
と
思
ふ 
o 

.

、

.
:
.
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;

■丨
 

,

.ノ 

，
■

:

■
'
.

,
'
,

'

:.T
ト
キ
ン
：
ソ

ン

に

從

，へ
ば

•
•■
-■資
本
と
勞
働
の
共
同
の
所
產
で
あ
る
年
肜
產
物
が
、
::
'
.そ
の
ホ
質
上
、
ム

切
0
所
得
の
源
泉
で
あ
る
0 
.

:

(

註
一

一

O

V
そ
し
.て
他
の
'所

得

を.暫
ら
く
考
慮
.外
.に
置
け
ば
、「

資
本
の
增
加
に
比
例
し
て
、
へ
全
生
産
物
中
資
本
家
の
手
に
歸
す
る
絕
對
的

' 

. 

, 

.

.

.

一
.
.
.
' 

.

 

- 

.

.

.

.

.

.

.

. 
-

 

- 

; 

. 

:•

な
分
前
は
增
加
t
る
が
、
そ
の
.相
對
的
な
分
前
は
減
少
す
■る
：。.
し
か
る
‘に
4
れ
に
反
し
て
、
勞
働
者
の
分
前
：.被
絕
對
的
に
も
亦
相
對
的 

に
も
增
加
す
る
。」 (

独
ニ
C

こ
れ
が

7

ト
キ
ン

ソ

ン
の
分
配
理
論
の
中
心
的
命
題
で
あ

る

。
從
つ
て
菩
々
-は
今
少
し
く
彼
の
說
明
に
從
' 

つ
て
見
ょ
ぅ
。
康
業
上§

發
股
は
次
ぎ
の
如
き
多
様
の
事
態
を
_
現
す
る
。
即
ち
、

前
世
紀
後
半
の
高
賃
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貨
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四

(
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®
}

■
-

0
技
術
の
進
歩
に
從
つ
て
、
逍
具
、
機
械
等
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
は
益
々
坐
產
的
と
な
り
、一

坐
產
物
當
り
.に
要
せ
ら
れ
る
資
本 

の
簠
は
漸
減
す
る
。 

— 

，
 

\

(2
)

資
本
が
ょ
り
隹
產
的
な
:]
?
.、
ま
た
あ
る
場
合
に
は
ょ
り
自
動
的
な
.も
，の
^

な
る
に
：從
^

そ
れ
^

從

鄭

：ょ

り

も
.
'

1.

般
的
な

.
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-
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篇
の
程
度
ぬ
偶
い
廣
働
者
£
依
々
て
操
望
れ
得
る
.
0:-
-::そ
む
て
こ
"の
.種
の
勞
寿
者
は
絕
.
.へ̂

特
殊
の
適
性
次
得
名
.:
^
ぅ
訓
練
せ
：ら
れ
.：る
0
こ
；̂

.
對
し
.て
ょ
り
大
.な
る
能
カ
を
有
す
.る
勞
働
者
を
4

1
筒
«
ネ

,
1

 
' 

■
 
•
 

.
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A-.
 

て暑
 

*
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.
 

■
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■
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■■.
 

て

少
な
い
仕
.事
祀
向
け
る
得
る
と
と
<

な
る
0

.

.'.
:
.
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: 

,

' 

,

.
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(3
)

丨
办
‘く

し

て

生

產

額

，は

增

し

、

.，生
產
費
が
遞
減
ず
る
と
共
に
、
.消
費
は
增
加
し
、
市
場
は
益
.々
.擴
大
せ
.

ら
れ
て
行
く
。

'

:

.

.

..

.. 

{
 

.
ノ
 

.

.

.

.

.

.
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■

'
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V.,...

.
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'
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.

S

 

,價
胳
が
低
下
す
る
：と
.同

時

：に

市

瘍

が

擴

大

せ

.ら

.れ

.て

..行
べ
に
從
つ
で
、
こ
の
大
量
貨
物Q

生
齡
：の
費
用
、
即
ち
資
本
と
勞
働
に

.

.

.

. 

....
 

.

.

.

. 

,
 

.
 

•
 

•• 

-
 

-

與
へ
ら
れ
る
充
分
の
報
償
を
差
し
引
い
た
殘
.り
の
.餘
剩
吩
は
ょ
.W
大
と
な
る
。
勿
論
生
產
物
：|娘
位
當
り
の
そ
0
割

合

は

ょ

办

小

と

.
な 

.つ
で
ゐ
る
の
-だ
が
。

'

.

'.
、 

:
 

■

-

-.
讀

(6
)
.

七

の

生

産

物

，の

.增

伽

す

，名; ^
伴
つ
て
、：

衣
食
住
に
對
す
基
國
民
の
直
接
必
要
物
以
上
.に
出
で
る
.過
剩
分
が
益
：々

力
き
く
な
り
、

.

.

.

.

.

.

. 

..

.

.ン..

ご
の
過
乘
.分
が
更
ら
.に
坐
«

の
た
.め
に
利
渺
せ
ら
れ
る
資
本
と
し
て
«
約
^-
ら
れ
る
？

(6
.こ
の
過
剩
分
'が
衣
食
住
の
：絕
對
的
必
敷
量
に
比
し
.て
益
々
大
と
«
る
に
從
0
て
、
こ
れ
を
所
有
し
、.こ
れ
を
生
產
の
用4
供
货

.

.

.

 
./

 

...

 

.

.
ぃ
-

•

 
■

»
 
;

 

.
 

一
.
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.

ん
と
す
7

^
の
，
間
に
競
#'
が
引
き
起
さ
れ
る
<:
:
0
.
.
そ
し
ー
て
漸
次
と

.の
資
本
と
資
本
の
競
爭
の
度
が
^̂
^

の
做
下
傾
向
が
坐
じ
て
來
る
。

e

他
方
に
於
い
て
は
ま
た
自
然
的
資
源
或
は
環
境
の
设
も
有
利
な
る
特
定
の
場
所
が
愼
蜇
に
.選
定
脅
ら
れ
る
.4>
ぅ
に
.な
0

、
資
本 

象
の
簡
に
ぼ
ス
最
も
有
能
な
名
勞
顧
者
.の
勤
赞
を
確
保
し
，
§

埃
產
物
.に
對
し
7:
«

'#
必
條
|
:が
見
出
さ
れ
る
や
ぅ
な
、
且
つ
ま
た
.■ 

勞
隱
者
が
最
高
(0
:
:賃
銀
を
得
る
.こ
^

の
出
來
る
や
ぅ
な
場
麽
へ
彼
等
舒
移
住
せ
し
め
ヤ
ぅ
と
す
る
、「

競
爭
が
：坐
ず
る
や
’

.に
故
る
0
'

.麵

.

ぶ

：■

の
_

は
勞
働
I

し

麵

の

雇

 

： 

そ
れ
は
勞
働
者
に
對
.し
丈
增
.加
し
：た
生
.藤
物
中
益
々
大
な
が
分
前
を
與
-

る
こ
.
.士
、
な
.る
。

@

^
 

' 

.

■

.

.

:'

.

.

ベ

こ
I

ト

マ

ソ

‘

費
、
從
つ
^
莫

生

產

_
價
格
：$
低

下

：に

依

：ク

で

實

質

上

增

大

す

冬

。
；

'そ
1>
.炙

と

0̂̂

良
ぬ
寒
づ
き
> 

.
他
方
贫
ば
榮
働
者
自
身
1の
勞
働
能
ヵ
の
墻
進
に
歸
著
す
.る
。
迤

汔

讀

は(

-:

.
-
,
....‘

 
.
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.
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.

.
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.

.

.

.
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'

パ
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.

!

.

.

.

.

.

.

.

爭
に
依
0
^,
引
脊
邊
ら
れ
る
。
マ
そ
1,
て
：
別

：に

彼

：の

^
ふ
所
_に
依
れ
ば
、
こ
め
赛
本
家
間
の
鐵
爭
售
働
脔
間
办
馨
が
持
つ
賃
銀
を
：
 

引
き
ァ
げ
-̂
傾
向
を
相
殺
す
る
以
上
.の
も
0
,で
必
る
。.

.

c

.ei,

6

更
ら
に(

三〕

資
木
家
間
の
競
#
は
全
坐
產
物
中
に
占
め
を
利
调
の
韵 

:

合
|:
'
益

々

減

少

ず

：夯

羚

：：

そ

れ

は

反

：對

に

必

然

的

に

賃

銀

部

割

合

を

增

大

す

る

。
：
。
か

く

て

產

業

^

の

發
.

§̂
:
.に

勞

馨Q

生

活

に

對 

し

て

好

結梁
を
齎
す
も
の
で
あ
る
と
奪
べ
ら
れ
て
ゐ
る

Q

狎
び
彼
に
從
ぺ
ば
"
利
潤
は
相
爵
に
益
々
減
少
し
、
坐
產
量
は
增
加
し
、 

:消
釁
に
對
ザ
る
そ
0
禎
楮
味
ょ
‘か
低
滅
^
、
ぃ

貨

幣

額

ぬ

於

い

^
も
：亦

安

れ

を

取

つ

て

.勞

屬

考

が

晴

人

む

得

る

財

貨

に

.於

い 

#

:>
高

各

各

>:
.:-0

(
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：
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私
が
右
に
簡
約
し
た(

一)

の
點
が
最
も
强
く
說
か
れ
て
や
る
と
い
つ
て
い
-

^
そ
し
て
確
か
に
こ
の
點
で
は
彼
の
理
論
は
、
ブ
ラ
‘ 

,前
1|
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六
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(
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六) 

ッ
セ
一
の
理
論
と
は
そ
の®
點
の
置
き
處
'に
多
少
異
な
る
所
が
，あ
る
。

 

'

以
上
述
べ
た
所
か
ら
も
明
か
な
や
ぅ
に
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
が
そ
の
'著
作
中
に
繰
返
し
述
べ
る
所
に
依
れ
ば
、
高
質
銀
は
、
名
目
並
に 

實
質
上
、
技
術
上
の
發
明
の
利
用
と
こ
れ
に
對
す
る
勞
働
の
熟
練
と
に
.依
つ
て
澍
さ
れ
る
生
糜
费
の
低
下
の
結
艰
と
し
て
晛
は
れ
る
。
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,換
言
す
れ
ば
、
..高
'«
銀
は
'#
に
低
生
產
費
0
相
關
物
で
あ
る
“_
.
り
で
ば
&
く

、
、
そ

の

必

然

的

結

果

で

あ

る
.？
.
 

そ

し
て
彼
は
ま

.

.

.

.

.
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.
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り
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.た

こ

の

見

解.の

内

で*
.特

に

棱

術

の

迤

步

..に

遙

か

に

.重

.要

性

を

認

め'.

V
:

居

り

ブ

時 

二
げ
'る

傾

向

を

持

^
と

い

ひ

、
.
：

(
註
.
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ま
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た
屢
々

'例

べ
’ば
.

「

人

間

驗

裏

)

の

心

意

が

物

的

生

產

，に

於

^
る

第
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賃
銀
を
高
が
ら
し
め
る
主
た
る
理
由
が
結
局
技
術
の
進
步
に
あ
る
i
ず
れ
ば
、
街
術
の
；進
歩
は
ま
た
如
何
'な
る
事

情

に

依

つ

て

^

さ

.

.

.

.

.

. 

• 

' 

. 

.

.

. 
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. 

. 

.

れ
る
か
。
ア
ト
，
キ
ン
ソ
ン
は
不
幸
に
し
て
こ
の
點
に
就
い
.て
は
4
ず
し
も
明
瞭
玄
思
見
を
確
立
し
て
ゐ
る
と
は
い
：べ
な
い
o
彼
は
あ
る
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二

■

■

場
合
に
は
、
單
に
充
分
の
資
本
り
存
す
る
こ
冬
が
技
術
の
進
歩
を
可
能
に
.ず
.る
々
：と
漠
然
と
考
へ
.て
ゐ
た
や
ぅ
に
も
思
へ
る
C

S
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し

か

し

：別

の

場
<
ロ

に

彼

は

明

电

に

次

，ぎ

の

如

く

述

.べ

.て
：ゐ

る0
如
ち
：、「

利
潤
の
限
界
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.

は
±-
り
高
度
の
知
性
、：

遙
か
，に
綿
密
な
る
經
營
方
法
，
,*
一
.廣
嚴
密
な
る
科
學
の
應
W

が
必
要
と
.せ

ら

れ

'る

に至
：っ
て
ゐ
る」
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確
か
长
利
溯
'€
>
.限
界
の
縮
少
が
技
術
の
進
步
|:
,促

す

も

、の

で

あ

る
こ
と
は
、
吾
々
'も
^

れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こQ

 

.
點
に
就
い
'て

は

、
：害

々

は

令
^
^
^

的
前
提
條
件
で
あ
.つ
て
、
吾
々
は
そ
0:
上
に
.技
術
促
進
の
諸
要
因
を
求
め
ね
.ば
な
.ら
な
ぃ
:0
技

術

促

進

の

.
要

因

は

素

ょ

り

多

樣

で

ぁ

る

.
と
私
.に
は
考
'へ「

ら
れ
る
の
.で
：あ
：る
が
.？
'
そ
の
.重
要
な
も
?0
|
^
ニ
 

.つ

と

し

で«

々
は
常
に
ブ
.
.ラ

ネ

セ

ー

と

共

に

高

賃

銀

：の

存

在

.を

認

め

ね

-■',• 
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.な
ら
な
^
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：是1>
-
'て
吾
々
は
米
國
0

產
業
廢
展
史
の
土
で
は
特
に
こ
：の
，事
實
を
確
認
し
な
け
れ
ば
欢
ら
な
.い
：の
で
あ
る
：が
、(

替

0)

ブ
ラ
ッ
.セ
ー
と
は
便
對
.に
‘
.
ti
i
賃
»
こ
そ
技
術
進
步
の
結
果
で
あ
る
>:
-
い
ふ
見
解
を
强
カ
に
主
張
す
る
T.
'-
h
中
‘

\
 

y
ン
.の
場
合
に
は
、
、

.
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'
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.
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'
.菩
々
は
ヒ
の
.よ
び
芷
當
森
歷
史
的
>'.
現
實
的
爾
識
を
も
は
.や
期
待
す
る
.こ
と
は
出
來
な
い
0
^
^
^
^

國
產
業
史
を
考
慮
4

〉

現
實
0.
諸
事
情
を
多
樣
に
：.考
察
し
、.

且
o.
ま
た
產
業
界
に
綱
す
•る

些

細

な

事

實

，に

關

じ

.て

ま

で

も

亦

豐

富

な

經 

.驗

を

有

し

て

，
ゐ

た

.に
^
拘
ら
ず
フ
彼
が
こ
の
®
要
於
認
識
^

:
過
し
.て
：ゐ
る
こ
i

は
、
：，高
*
銀
.に
關
す
る
彼
0
見
解
が
こ
の
點
に
就
い 

I

り
に
备
狹
I

る
i

を
示
し
て
，I

妾

つ

：て
い
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ら
.に
ア
ト
キ
y
*y
.
ン
.：!£
尚
-«
銀
論
を
追
つ
：て
見
よ
ぅ
0
彼
は
人
タ
が
廣
今
考
-

る
が
如
ぐ
フ
鹿
賃
銀
が
坐
產
費
女
安
か
ら
し
め
、
. 

高
賃
銀
が
生
產
費
を
高
が
ら
'0
め
.る
も
' の
.
'で
あ
る
と
.

%

ふ
，•の
は
，誤
ぉ
.̂
.あ
る
；ど
.見
：做
.し
て
ゐ
^:
;

/0
;

そ
し
，て
彼
は
指
に
.こ
れ
が
.浬
.論
的
に
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'も
、實
踐
的
に
も
.誤
つ
て
ゐ
る
こ
.と
を
指
摘
し
よ
ぅ
と
努
め
て
.ゐ
る
。
即
ち
鹿
主
の
求
め
て
ゐ
る
最
も
有
能
な
勞
磡
者
は
能
莩
が
高
く 
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從
つ
て
馨
は
當
然
火
な
る
©

銀
を
得
る
こ
と
の
出
來
る
も
の
で
、あ
る
。
更
ら
に「

一
免
の
貨
物
の
眞
の
#

m
は
そ
れ
の
生
産
に
費
さ 

■ れ

た

蕩

、
逍
レ
く
は
人
問
の
努
カ
の
分
量
で
あ
る
。」

今
*
し
人
間
‘を
以
つ
て
機
械
だ
と
穷
へ
れ
ば
、
蒸
氣
機
關
に
朽
炭
を
必
要
と
す 

る
^
同
様
に
、
人
間
か
ら
资
働
0:
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
期
待
，す
る
た
め
に
は
、
適
當
な
食
物
が
與
ベ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
v>
.o
そ
し「

て
よ
0

多 

く
勞
働
す
る
も
の
に
は
當
然
適
當
な
食
物
が
よ
f

多
く
與
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
能
率
の
大
な
る
勞
働
者
が
高
賃
銀
を
享
け 

る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
し
、
ま
た
反
對
に「

高
賃
銀
は
生
產
费
の
安
い
こ
と
を
意
味
す
る
0」
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坐
產
跋
を
低
減
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
ナ
ト
キ
ン
ゾ
ン
は
、

-M
ら
に
一
#
を
猶
め
て
、
勞
働
者
が
そ
の
安
#
幸
福
な
る
坐
活
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程
度
を
迆
め
る
に
從
つ
.て
、
彼
等
は
自
ら
坐
活
向
上
の
意
欲
を
益
々
增
大
し
-V
惹
い
て
は
彼
等
の
：精
神
的
、
肉
體
的
作
業
能
力
を
增
進

.. 
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’

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
ゐ
そ
。
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三
5
 

•
即
ち
と
の
，場
合
に
は
明
が
に
彼
は
、
勞
働
者
の
生
活
程
度
の
高
い
こ
と
、
ま
た
彼 

等
が
坐
活
向
上
の
意
欲
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
、
彼
等
の
大
な
る
勞
働
能
カ
を
介
し
て
、
生
產
費
^
抵
下
す
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
認 

め
て
ゐ
た
と
見
做
し
て
い
、
。
高
賃
•銀
に
關
す
る
先
き
の
理
論
に
も
拘
ら
ず
、
-少
く
と
も
こ
の
點
で
は
彼
は
：'

K

ヲ
ッ
•セ
ー
と
全
く
同
一

0
見
解
-に
龙
つ
も
の
で
あ
.る
ど
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
し
尙
ほ
こ
の
場
合
に
も
、
彼
の
見
解
の
全
體
か
ら
見
て
、
彼
の
こ
の
見
解

.
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.
- 

, 

- 

, 

. 

, 

■ 

■

に
龙
程
の
重
要
さ
は
.認
め
ら
れ
な
い
。
蔻
し
、ブ
ラ
セ
ッ
ー
は
高
貨
銀
に
關
し
て
は
こ
0
た
め
に
勞
働
者
自
身
；の
態
度
に
相
當
の
期
待
を
.
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持
つ
て
ゐ
た
と
い
つ
て
い
、
の
で
あ
る
が
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
の
.場
合
に
.は
そ
れ
：ょ
り
も
寧
ろ
重
要
な
こ
と
は
、
先
き
に
指
摘
し
て
置
い

た
や
ぅ
に
、
技
術
家
の
努
力
で
あ
り
*
更
ら
に
そ
の
技
術
を
實
際
に
管
理
運
營
す
る
企
業
家
が
最
も
重
要
な
地
位
を
占
め
る
と
考
へ
ら

れ
て
ゐ
る
。(

璧

三

)

•素
ょ
り
不
充
分
で
は
あ
る
が
、
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
は
.I

方
で
は
高
賃
銀
が
勞
働
者
の
榮
養
狀
態
を
改
善
す
る
こ
と

に
依
つ
て
彼
等
か
ら
高
能
率
を
期
待
す
る
こ

と

が

出

來

る

と
薄
へ
て
ゐ
.た
0
;..そ
し
て
# -

方

で

は

彼

比

勞

_

款

の

生

活

程

度

が

高

い

こ

と

が
、
’彼
等
に
與
へ
る
精
神
的
影
響
'の
好
結
染
を
も
看
過
し
て
は
お
な
か

つ

た

。
.
し

か

し

^

々
彼
が
當
時
の
勞
働
^
の
八
時
間
勞
_
の
0

求
に
答
へ
て
ゐ
る
所
を
兑
る
と
、
此
處
で
は
彼
は
、
高
賃
銀
に
關
す
る
.右
の
見
解
に
も
枸
ら
ず
、金
く
陳
腐
な
見
解
を
：披
瀝
し
て
ゐ
る
。
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即
ち
努
働
時
問
を
短
縮
す
る
こ
と
は
直
ち
に
坐
產
額
を
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
8
.三
四
>
こ
の
や
ぅ
：に
游
へ
る
こ
と
は
人
間
の
勞
働 

♦を
全
く
1

と
同
様
で
あ
る
と
見
做
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
'«
>
點
で
は
彼
は
全
ぐ
勞
働
に
關
す
る
生
规
學
的
、
心
理
學
：

i

知
識
に
倚
ら
う

と
は
，し
な
い
o
吻

論

私

は

當

，

に

あ

つ

.て
*
こ
れ
を
充.

汾
支
援
す
^
生

理

學

並

，
に
心

.理
學
的
知
識
が
存
し
た
と
‘は
考
へ
な
い
し
、
圭
た 

.
こ
れ
を
彼
_
求
め
る
と
.と

の

，無

謀

で

あ

る

.こ
士
を
知
つ
て
.ゐ
る
o
し
か
し
當
時
旣
に
勞
歡
時
間
の
短
縮
が
生
產
額
を
狨
少
し
な
か
つ
た 

ノ
士
い
ふ
實
際
經
驗
も
存
し
て
居
り
：、
t
た
ブ
ラ
.
'ッ
セ
ー
の
'如
含
は
高
賃
銀
と
同
樣
に
勞
働
時
陬
短
.縮
問
題
を
考
べ
や
ぅ
と
し
て
ゐ
る 

C
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の
に
比
較
す
れ
ば
、
勞
働
能
率
論
の
上
か
ら
は
ア
ト
ギ
ン
ソ
ン
は
確
か
に
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と
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し
こ
い
い
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し
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働

時

間

の

短
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は

勞

働

生

產

カ
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壻

進
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に

依

つ

て

可

能

に
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卞

れ

る

も

の

で

あ

り

*

勞

働

生

產

ヵ

の

增

進

は

技

術

の

進

步

に

依

つ

て

の

み

條

件

づ

け

ら

れ

る

と

考

へ

、

從

つ

て

こ

の

た

め

に

は

®

が

、

' 

必

要

て

あ

つ
.て

.
'時

間

短

縮.の

勞

働

者

の

希

望

は

彼

の

貯

蓄

.に

俟

つ.こ

と

大

で

あ

る

と

諭

.
し

て

ゐ

る
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ア
ト
キs

ソ
：ン
と
佥
く
同
.じ
時
代
に
、
し
が
も
等
し
ぐ
米
國
に
於
い
て
髙
賃
銀
論
を
以
.つ
て
著
名
な
0

は
シ
ェ
.
I
ン
ホ
ー
フ
で
あ
る
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事
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政
府
加
&
委
任
せ
ら
れ
、
從
つ
て
歐
洲
諸
國
の

-
 

-

.
 

-
- 

「

、
.,'. 
.
 

' 
•
 

■ 

■.
 

■ 

. 
-

 

' 

.

.■

」

■ 

• 

.

'
產
情
に
も
比
較
的
ょ
く
通
，じ
て
居
り
、
こ
れ
を
來
國
(0
.
事
情
と
對
^

す

る

：ご
，と
，

'に
.依
つ
て
^

高
賃
銀
の
經
濟」

を
カ
說
し
た
。
彼
の
.

.

-

:
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.
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.
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.
 

.
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■

■

f

:

著
I

し

冒

^
^

w
a

s:s
,
V
A
n

 

I

Dlq
u
i
r
y

 

i
n
t
o

 

t
h
e
n
a
u
s
e

 

o
f

 

H
i
&

 

W
a
g
e
s

 

a
.p
4 theii; 
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o
n

 
M
e
t
h
o
d
s

 

a
n
d

 

Cos.t 

o
f

 

F

.Ho
d
u
c
t
i
o
p

 

を
公

•
 

.
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 , 
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• 
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.
、
、
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■

.

.
-
>
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.
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i
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;
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,
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;
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:
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-
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-
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v
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、
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1

1

 

二

' 

.

%f:

.に
：し

、

高

賃

銀
.に
關
す
る
彼
め
從
來
の
見
解
l
集
成
し
たO 

§
1

0 -
.

、 

‘ 

, 

.

'

先
づ
シ

r

ン

す

フ

は

、
：
赕

の

高
賛
銀
論
を
以
：笤

夹

ぎ
の
如
きn

眞
の
實
銀
理
論」

八the. :t

か

f

 

w
a
g
e
s
)
；

に
.基
づ
ぐ
，
 

.
:
.
.
'<
?
:
へ̂

る

^

の
理
输
に
«

へ

.
ば

；
^
^
勞

働

猶

級

0

^
活

標

雄

.
が

賛

銀

率

^:
决
觉
し
、」

(2
)「

. ^
活
標
準
2>
1

尚
^
あ

る

處

に

於

い

て

、 

坐
產

カ

邊

明

ぬ

■

が

最
も
著

し

べ

、且
つ
生
產
葉
廉
慣
で
あ

る

。

」奪
}

:

で

れ

、
は

米

顿

と

歐

洲

諸

國

と

.の
_

事

情
^
,比

較

： 

>

.て

得

た

彼

の

猶

論

；
で

：
あ

る

と

見

て

：
免

さ

で

：
あ

名

が

、
；
：
鉻

ら

ば

何

.が
«

.し
め
：る

か
,0
:
:彼
が
こ
0

點
に
關
し
：，て
^

國
0;
事
情
:1
:
說
明
し
て
ゐ
る
所
に
侬
石
ど
，
米
國
は
廣
大
な
資
源
と
土
他
：と
を
有
し
ぺ
ま
た 

î
e
e

 l
a
w
s

?:
有
し
.て
ゐ
^

、勞
働
0'
讀
用
に
對
^

て
ぼ
:«
國
0.
及
_ば
な
い
：や

ぅ

な

廣

ー

馨

ぞ

:

そ
の
未
占
有
の
廣
大 

な
立
地
は
自
分0

居

住

她

を

所

有

し

あ

ぅ

と

す

る

人

間

の

主

た

.る

欲

求

の

一

つ

を

* :
^'
ぜ

じ

办1 る
.機
會
を
提
供
し
.て
ゐ
る
'
廣
く
分
^
 

:$
れ
た
出
地
^

^

&ら
#
:,
<

0:
麗
傭
の
^

!I.

が
發
.生
し
、
.そ
れ
に
依
つ
セ
高
赁
縱
ど
高
生
活
標
私
が
確
保
边
ら
れ
各
。，ŝ
l
l
r八)

.確
か
. 

:
:に
と
0

と
と
：比
镇
の
時
：代
に
於
呔
る
米
國
勞
働
の
高
賃
銀
の
有
カ
な
背
景
を
.な
し
セ
^

ば
こ
れ4

上
に
發
M
せ
し
め
ょ
ぅ
と
は
し
て
ゐ
な
い
が
、
彼
は
ま
た
別
に「

勞
働
密
の
賃
銀
は
彼
■の
勞
働
能
力
の
增
進

-
こ
れ
を
齎

ら
す
原
因
の
如
哬
を
間
は
ず—

に
比
例
し
て
增
加
す
る
。
單
に
そ
の
貨
幣
賃
銀
に
於
け
る
許
り
で
は
な
く
、
ま
た
；

v

の
購
貢
ガ
で
承

さ
れ
た3

層
貨
銀
に
於
い
て
も
o」

s

n

s
と
述
べ
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
勞
、働
の
能
力
は
如
何
^'
し
て
證
す
る
h

o
後
に
述
べ
る
や
ぅ

.、

.
.

 

.

.

.

. 

.
 

•
 

•
 

♦ 

•
 

.
 

-

に

彼

に

從(

ば
そ
れ
は
ま
た
高
賃
銀
に
兹
づ
く
。
こ
れ
は
明
か
に
一
つ
の
循
環
論
で
‘あ
る
。
何
れ
に
し
て
^
彼
に
は
髙
賃
銀
の
充 

分
な
理
論
的
說
明
は
求
め
難
い
。
し
か
し
彼Q

本
來Q

努

力

は

寧

ろ

此

處

に

は

な

く

し

て

、

，§

に

賽

に

與

へ

ら

れ

た

來

國

勞

働

の

高

:

前
^
;
後̂
.釋
の
：
'高
賃
銀̂
;

r\

\

I

1

r
象、

I
w ： > 
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iv：

零'略•:
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R
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I；
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tv ~
ir-

Iぉ
p.-
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r ：
>S_-s

：ki .

I、

I
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:r
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I
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m -
pr
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:ご
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ノ
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ぐ

へ
/

-

-

:
 ノ 

，
. 

” 
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'

パ

，

* 

.

讓

s
 

* 

,t* 

, :
'
?
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‘ ■

1

:
.
,

-

て

？

‘ 

：

产

ゾ

く
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：

：
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5

ノ

ノ
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: 

:

:味 1̂釋?
.-：- ■■. 

.•攻 贷  

. 、-

t 

前
世
紀
’後
令
の
高
货
鈒
詭

 

, 

' 

二
ニ 

(

ニ
ー
 i

)

货
f

翁

|
し
、
こ
れ
を
辯
護
し
ょ
ぅ
と
す
る
に
あ
る
。
從
つ
て
こQ

點
で
は
彼
の
所
論
は
ブ
ラ
ッ
セ
i

見
解
に
近
く
、
ア
ト
キ
ン 

ソ
ン
の
努
力
と
は
自
ら
違
つ
た
謹
を
持
つ
て
■ゐ
る
。
1:
し
ア
ト
キ
ン
ジ
，
の
高
賃
銀
.に
關
す
る
主
た
る
理
論
は
、
如
何
に
し
て
高
賃 

級
が
紹
果
す
る
'
 
そQ
原
因
遙
論
的
に
理
解
し
ょ
ぅ
と
す
る
宏
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

‘

.

〉

ぃ
，
、
し

て

；右

に

ま

し

：た

シ

*

|
ン

ホ

ー

フ0
謂
4「

眞
0

賃
銀
理
論」

<0
第
ー1.

の
部
分
こ
そ
"
.
.彼
の
_

題

の

中

心

を

な

す

も

の

で

あ
 

つ
て
、
:̂
^

'̂-
>

蔽
約
し
.て
S

へ
ば
.、
高
賃
銀
が
坐
«:
費
を
低
下
す
る
と%

ふ
：の
に
^

'1
>
'
.く
、̂

し
て
t;
た
こ
れ
.こ
ぞ
彼
の
SI
ふ「

高
賃

.
銀

の

經

濟

 j
k

 
題
で
あ
る 

o

.,

.

一.へ
ぐ
.
へ
へ
‘. 

,.
:-
.'
.

 

V
'

.

', 

■̂
高
賛
銀
が
如
何
に
し
.て
坐
產
費
を
@
卞

す

る

か

：。

'.
'
:こ
の
點
に
就
い
て
彼
の
擧
げ
る
理
曲
は
全
<
ブ
.ラ
ッ
セ
ー
の
所
論
に
等
し
い
。
即■ 

ら1

.方
で
本
高
賃
銀
^
勞
働
者
.の
；肉
體
的
榮
養
狀
態
を
改
善
す
る
こ
と
に
依
つ
.て
勞
働
の
能
率
を
.增
進
し
、丨
他
方
.で
は
そ
れ
は
技
術
の 

沿
ぶ
を
促
す
こ
と
に
侬
つ
て
勞
働
坐
產
カ
を
增
大
す
る
。
そ
し
て
.反
對
に
低
賃
銀
の
場
合
に
は
こ
の
：

I

一
つ
の
作
用
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
■と 

に
依
つ
て
、
そ
れ
は
邨
？

纸
產
費
を
割
高
に
す
る
。
高
賃
銀
に
旣
.に
.こ
.
め

怍

用

あ
!>
:
'と
す
れ
ば
^

•,
'
-
.續

句

y

し
て
：確

固

た

ゐ

繁

榮Q

順
.
1

0

_

實

な
.

蕋

礎

で

あ

る」

0

從
'

つ
て
、彼

等

の

：生

活

檄

準

を

引

き

上

げ

る

こ

と

は

纏

弋

•
 

-

.

.

 

■
 

. 

•

. 

.

.

.

/
人
の
生
激
；̂
.引
き
上
げ
る
こ
と
、
な
る
0(

註
四
0〕

.. 

、
 

V
-

V

 

.

:.
.
.

. 

' 

.

シH

丨

ン
ホへー
.フ
.の
、
_

銀
が
勞
働
敗
產
カ
を
增
進
す
.る
と
い
ふ
見
解
ぬ
說
明
は
、
全
く
ブ
ラ
：.

t

セ
ー
に
等
し
い
の
で
あ
つ
て

、

,
:
は̂
此
處
に
そ
れ
を
.引

用

す

、
る

り

煩

を

避

げ

.た
い
と
思
ふ
。
し
か
し
尙
1
彼
の
見
解
の
.中
か
ら
ーU

一
一
：
の

點

を

摘

出

し

.て
、
«
の
見
解
の 

/

幾
分
特
異
な
點
を
此
處
に
明
か
に
し
て
置
き
た
い
と
思
を
,'
,V 

. 

i

シH

丨
.

ン
ホ
ー
フ
.に
從
へ
ば

、

人
間
の
勞
働
は
身
體
的
、
筋
肉
的
力
作
であ

.：

つ
て
"
勞
働
が
賢
明
に
.行
は
し
め
•ら

れ

る

場

合

に

.は
そ

.:■ 

. 

.

.

. 

* 

. 

- 

■-
 

' 
■

'■
■

-

: 

.

れ
は
經
濟
的
I

利

な
為
と
I

。.
I

I

身
の
智
力
と
肉
S

と
が
太
で
あ
.つ
て
、

類
及
び
作
業Q
環
境
が
充
分
整 

備
さ
れ
.て
ゐ
る
場
合
に
核
、
當
然
生
產
額
は
益
々
大
と
な

る

。
こ
.れ
に
對
し
て
尙
ほ
萆
々
の
考
ベ
て
置
か
ね
ば
な

ら

な

い
更
ら
に
最
も 

重
；要
な
點
は
、
勞
働
が
如
何
に
賢
明
に
行
は
.れ
る
に
し
て
も
、：

そ
れ
•は
常
に
身
體
的
努
力
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
？.即
ち
勞
働
.は

- 

.パ.

.

\ 

.

.
I
.
ゾ
 

- 

- 

-
-
- 

.

坐
命
力
の
費
消
で
あ
る
。
若
し
こ
の
生
命
力
が
健
康
的
な
榮
養
分——

空
氣
、
.光
線
、
衛
生
施
設
、.
氣
持
ち
の
い
、
環
境—

に
依
.つ 

て
補
給
さ
れ
な
け
れ
.ば
、
肉
體
は
遂
に
困
憊
し
、
勞
働
の
經
濟
的
價
値
は
益
々
•減
少
す
る
で
.あ
ら
ぅ
。(

誰
四
一 

>
-ブ
ラ
ッ
セ
！
が
-<間 

.勞
働
に
就
い
て
考
へ
て
ゐ
る
_
ム
ロ
_に
は
、
^

^
的
方
面
土
共
に
そ
の
精
神
的
方
面
に
も
等
し
く
重
要
さ
‘を
認
め
て
ゐ
た
。
こ
れ

に
對
し 

.て
シ
A
1

ソ
，ホ
ー

ブ
-は
勞
働
を
主̂

し
て
身
體
的
な
も
の
と
し
.

て
#

へ

よ

ぅ

と

し
て
ゐ

る
。

' 

こ

の
鄹

で

は
彼
は
ブ
ラ
ッ
セ
1

が
ら
幾
分 

後
退
し
て
ゐ
る
と
い
つ
.て
い
；

で

あ

.ら

ぅ

;0(

訪
3

0

:ン
-
.

''
.

• '
:

.

’

更
ら
に
勞
働
晚
間
問
題
に
就
い
て
の
シ
キ
ー
ン
ホ
ー
フ
の
見
解
を
見
ょ
.ぅ
。
彼
は
勞
働
時
間
の
'短
縮
'が
產
業
上
0

近
代
的
發
展
の
一

-
 

1 

.
 

••
 

V

 

-
 

.
 

■ ,
 

•

結
果
で
あ
る
^
兒
ふ
の
で
.あ
'る
が
、(

話
四
三
>
事
實「

勞
働
時
間
は
今
0-
賃

銀

と

生

產

カ

の

最

高

で

あ

る

國

に

於

い

、
て

最

も

短

か

い

。

|~
.
そ

.

し

.,

'

.

..
 

■
 

.
 

. 

, 

,
'
'■V

 

■ 
.
 

.

.

. 

:• 

' 
• 

.
'

-

.

し
て
Y
般
の
經
驗
す
‘る
所
に
汝
れ
.ば
、「

よ
り
短
'
'か
.い
勞
働
時
間
は
勞
働
者
を
し'て
^
の
，勞
働
に
於
い
て
ょ
り
多
く
の.：

H

ネ
ル
ギ
ー
を
出 

さ
.し
.め
る
.
.こ
と
が
出
來
る
.
o 

J

s
-.
.

©

s
.

そ
し
.て
.反
對
に
過
長
.の
勞
働
時
間
ば
生
產
額
の#'
加
に
支
障
を
來
す
許o
で
；は
な
：く
、
ま
た
身 

體
の
最
善
の
力
を
破
壊
し
て
了
ふ
。

(

飩
四
2£〕

從
ク
て
勞
働
時
間
の
短
縮
は
經
濟
的
に
も
冇
利
且
つ
必
要
-で
あ
る
と
渴
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

一
勞
■
能
率
論
の
*:
: #
;
か
ら
比
、
彼
は
明
か
忆
で
ト
：キ
ン
.
_ソ
シ
に
.優
づ
，.て

勞

働

時

間

短

：縮

、に

^
^
.て
：は

明

自

に

間

題

0 .
所
在
を
指
摘
し
て

 ̂

^

.

.M
r*
..三

,'
■
■
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 C
1
1

三 

0
:
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、

ノ 

，
前
世
紀
後
中
の
蒿
賃
銀
論 

、

* 

ニ

四

(

二
四) 

ゐ
る
と
い
つ
て
い
A
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
當
畤
旣
に
若
干
の
'企
業
家
の
實
際
經
驗
に
依
つ
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
所
で
も
あ
つ
た
。

■へ)

'
:.
‘
 

,
シ
54
1
ン
ホ
_
1フ
の
高
賃
銀
論
を
勞
働
能
率
の
立
場
か
ら
；！
賴
し
て
見
る
と
、
•彼
は
贷
銀
の
引
き
上
げ
並
，に
勞
働
時
間
の
短
縮
に
關 

し
て
勞
働
坐
璉
學
.の
問
題
を
眞
に
ょ
く
求
し
て
得
て
ゐ
る
。
，し
か
も
そ
0
後
間
1
な

く

米

國

で

著

明

に

な

つ

，
た

テ

ィ

ラ

.丨
流
の
能
维
論 

.

は
"
不
幸
に
し
て
彼
の
眞
實
の
問
題
指
汞
を
ば
取
り
擧
げ
る
..と
と
は
出
來
な
.か
つ
：た
。
そ
し
て
こ
の
.問
題
を
眞
に
取
り
擧
げ
得
た
も
の 

.■は

.テ
へ
ィ
ラ
-
.
1
.
.
の
批
利
者
で
.あ
0
た
-
0
*で
あ
..る
-°
. 

■ 

.

:

最
後
に
今
•

1

つ
冷H

1
ゾ

ホ

ー

フ

に

就

い

；；て

.述
べ
：
.ヤ
&
き

た

い

：
&
:と

が

あ

る0 

:そ

れ
.は

歡
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縛
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榮
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縮
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迆
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榮
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反
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熊
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け
る
近
代
的
技
術 

的
發
M
の
經
濟
的
意
義
、
言
葉
を
換
へ
て
い
'へ
ば
、「

技
術
の
發
展
が
經
濟
的
諸
要
因
に
依
つ
て
如
何
様
に
影
響
せ
ら
れ
る
か
、ま
た

反

對 

にP

濟
靠
が
技
術
s

g
に
依
つ
て
如
何
.に
影
寶
せ
ら
れ
る
か」

Q
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問
題
と
し
て
取
り
擧
げ
ら
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
て
ゐ
る
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そ
し
て 
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こ
の
問
題
に
就
い
で
、
彼
は
彼
の
多
く
の
第
子
達
を
指
導
し
て
個
々
の
產
業
部
門
に
於
け
る
技
術
卜
：の
發
股
の
經
濟
的
意
義
の
砰
究
を 

.行
ば
し
め
て
ゐ
る
-.
o
か
く
し
.て

こ
の
‘弟

子

達

の

諸

硏

究

は
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と
し
て
公
刊
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
結
浆
か
ら
見
て
、

私
は
此
處
で
次
ぎ
の
如
く
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ 

ら
ぅ
。
高
賃
銀
論
は
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
，丨
を
通
じ
て
、
そ
れ
自
體
の
裡
に
本
來
有
し
て
ゐ
た
所
の
、
技
術
の
發
展
に
關
す
る
經
濟
學
的
硏 

究
と
い
ふ
、
洵
に
重
要
に
し
て
且
つ
有
益
な
る
影
響
を
殘
し
た
。(

許
六
四)

以
上
私
の
述
べ
て
來
た
所
か
ら
、
本
論
佥
體
の
結
論
と
し
て
私
は
次
ぎ
の
如
く
に
い
ひ
た
い
。

前
世
‘紀
後
半
の
高
貸
銀
論
•
特
に
ブ
ラ
ッ
セ
ー
と
シ
.エ
ー
ン
ホ
ー
フ
の
所
論
は
、
勞
働
生
產
カ
の
問
題
に
關
し
て
三
つ
の
共
に
重
耍 

且
つ
有
益
な
る
科
學
的
硏
究
の
分
野
を
豫
示
I
"
若
し
く
は
こ
れ
に
影
響
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
三
つ
の
科
學
的
硏
究
の
分
野
は 

次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
旣
に
社
會
科
蔡
者
の
手
か
ら
そ
れ
自
體
の
硏
究
が
離
れ
て
ゐ
る
の
で
、
從
つ
て
本
論
の
請
#
の 

多
く
の
人
達
に
は
往
々
に
し
て
そ
の
重
要
さ
が
看
過
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
所
の
、
勞
働
坐
理
學
的
硏
究
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
方
面
の
硏 

究

.は

各

國

に

於

い

て

旣

に

相

當

に

發

展

し

1
ゐ
る
。
：私
_は
問
題
の
性
質
上
/
勞
働
生
藤
カ
の
問
題
、
或
媒
社
會
政
策
の
.問
題
に
興
味
を
'
 

有
す
る
も
の
が
"
今
日
洱
び
ブ
ラ
ッ
セ
ー
並
に
シ
H
I
ン
ホ
ー
フ
の
例
に
做
つ
て
こ
の
種
の
硏
究
を
充
分
考
慮
す
る
こ
と
の
必
要
を
痛 

感
す
.る
も
の
で
あ
る
。 

.

第U

に
摩
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
一
は
勞
働
者
心
理
學
の
硏
究
で
あ
るO
こ
の
種
の
硏
究
に
就
，い
て
は
先
き
に
も
些
か
觸
れ
て
置
い 

た
し
、
.拙
著「

經
濟
心
理
學」

中
に
靜
し
く
取
り
擧
げ
て
置
い
た
の
办
、
此
處
で
は
最
早
.こ
れ
以
上
に
そ
の
重
要
さ

を
說
く
必
要
も
な
か
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に
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繁
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统
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